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翌
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落
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六
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• 

• 

• 

I 

,

千
九
百
十
九

'
'年
に

.於
；て

'

aX

那
の
銀
に
對
す
る
需
要
こ
そ

m

價

：
を

支

配

す

，
る

有

カ

の

耍

素

も
稱
さ
れ
た
。
將
來
に
百

1
つ
.;
て
.如
何
な
る
勢
を
掛
靖
す
る
か

€

於
ふ
こ

.ビ
は
、

I

固
の
吼
題
で

'.
あ
.:'
る
0

'-.
. 

. 

.

.

. 

. 

.
i 

,

.

:
鈒

^

を
：支

.

)

配
：す
る
諸
事

®

、
 

.

レ
 

之
を
：要
す
る
に

' ^
:來

銀

價

に

起

つ

た

變

動

.は

紙

何

に

其
程
度
が
大

？

ぁ

つ
た

と

し

た

所

で

、
 

其
原
：_

は

主

W

じ

て

_

濟

±

办
_
^
 ̂

ぁ

つ

て

«

て

奇

S

す

可

き

所

は

な

い

、
一
 

太

：
ば

：
生

產

额

は

減

少

し

，
，

の

7

一.
方
に
造
幣
上
を
始
め
他
の
目
的
の

.珍
め
に

^

な
る
®
要
が
起 

ぅ
頭
細
亜
諸
國
は
戰
爭
に
；臨
ん
：で
、高
價
を
以
つ
て

#

額
，の
物
資
を

0

坪
し
£

に
對
す
る
決
濟 

か
銀
に
依
つ
て
行
は
れ
ゼ
こ
ど
な
ど
が
、銀
價

0

騰

負

を

截

起

す

に

至

つ

^
.
重

大

の

原

因

で

あ 

る

ビ

す
れ
ば
、今
後
解
價

.が
如
何
な

.る

趨

勢

を

姐

レ

で

，あ

ら

，？
か

ビ

云

ふ

こ

と

を

判

斷

す
る

：

は
、左
の

11」

點
に
注
意
を
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

 

.、

(a
)

銀
.の
；産
出
額
。

此
點
に

^

セ
は
、
^

西
濟
の
產
.额
の
如
何
が
最
も
重
大
な
る
關
係
を
持
つ

;
の
で
あ
る

,'
0

-
:
.
:

:

:

'

<

(b
)

造
幣
上
の
目
的
に
於
：

&

る
；銀
，の

it
界
的
需

.要

.。：，

，此
點
に
就

^

は
•支

那

並

に

印
度
の
需
要 

:

が
他
方
面

'0
需

«

に
超
越
す
る
地
位
を
占
め
る
。；

'

(c
)
:ビ
ッ

ト

マ
ン

.，條
例
，の

.下

R
、合
衆
國
政
府
が
鈒
買
收
に
就

:

茨
如
何
な
る

政

策
を
取
る
か
の

-

.

.hn̂
o 

.

w
^
i 

s
.

■

.職
爭
中

CD
實

驗

に
_

す

^

\

蠱̂
；西

哥

の

银

產

額

が

如

何

に

動

搖

常

な

-:
&

も

の

で

あ

る

か

ビ 

云
ふ
d

:€
.は
.明

で

あ

る

'と

共

に

、法

律

*

k
 

_
社

會

の

：秩
.序

-0
維
持
.

*れ

ぬ

場

#

に
、同

國

.の
0

0
 

額

，
の

著

し
 

<
堉

加

す

る

こ̂

も

、
蔽

，
ネ

可

か
^

ざ
る

.
事
實
：で
あ

' 
る
。
-
;而
尥
で
合
衆
國

.を
»!め
邦 

他

諸

地

、方

に

於

け

る

銀

の

供

給

が

’銅
市

.場
の

^

«
に
.依
ら
て

_

右
さ
れ
る
一
事
も
、亦一

,

人
‘
の
' 

看
、過
す
可

.か
ら
ざ
•る
所
で
あ

る
o

賦

.に
中
九
首
十
九

4

印
度

幣

制
黍
員
會
報
告
書

®
麵
第

.111 

十
號

}

に

據

：る
，
$
、千

九

«

十

|
1年
.中

.の

合

衆

.國

並

^

加

奈

，陀

'0
銀

產

.額

中

、ニ 

_
三

分

は

銅

鑛

，物 

f

精
.鍊

さ

れ

た

も

の

で

ー

キ

る

译

考

ふ

事

實

が

揭

げ

ら

れ

て

居

；る
。
-'
戦

，

中

や

、
戰

，
狻

南

笄

年

$

五

猞

c

七
七
五
：

)

，

論
.
.パ

說
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最
近
数
年
間
4
於
け
る
銀
镇
の
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六
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七
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最
近
數
雄
問
に
於
け

.る

.銀
傅
の
動
搖
：

 

第
.六

舞

":
>

，間
に
於
け
る
ょ
ぅ
に

"世
界
；の

»

濟
：社
會

%

好

:®
氣
：
.で

あ

：
つ

て

、
銅

：
に

對

す

务

需

.要
' に

：
增

，
加

：
を

見
 

れ
ば
、之
に
應
じ
て
銅

-^
供
給

^

れ
る
爲
め
に
、其
產
出
：高

.を
：增

^

し
、斯
く
て
銅
の
副
令
險
で
あ 

る
银
の

’産
出
高
も
自
ら
增
加
す
る
、僧
加
す
る
に
至

4

な
い
一
ビ
し
て
も
、少
な

.く

ビ

も
其
減
少
を 

防
ぐ
こ
ミ

、
爲
る
の
で
あ
る

o 

>果

^

て
然

ら

ば

戰

後

諸

國

の

經

，濟
社
，會

に

反

動

.を

招

い

て

、商 

31
業
不
振
の
狀
德
に
居
る
以
上
は

r

銅
の
，
.產

■額

の

減

ず

る

如

く

、銀

，の

章

額

は

減

少

せ

ざ

る

’を
得 

.
な
い
と
考
へ
ら

.れ
る
。

然

:|
>
是
れ
，は

'寧
の

.副

^

物
で
あ
る
銀
の
產
出
額
に
；關
す

.る
事
柄
^
け 

で
あ
つ
て
、此
以
外
に
吾
人
は
銀

_

自
の
産
額
が
今
後
如
何
に
爲
る
か
を
確
め
な
け
れ
ば
な

&

 ̂

o 

.

此
點
に

m

て
は
、吾
人
は
姑
く
旣
往
の
事
實
を
顧
み
ょ
ぅ
く
，思

•
ふ
。

本
來
千

 

'
百
六
十
年
世 

界
に
於
け
る
銀
の

-^
额
は
約
三
千
萬
ォ

v

ス
^
,
.稱
さ
れ
た
。

其
れ

.、が
多
少

•の

變
動
を
齒
て
、大 

•體
千
九
百
十
ニ
年

t
に
至
る
ま
で
、相
次
い
で
增
加
し

た
、其

1ン
斑
を
擧
げ

る

%

■
':
i

h

:
:e
;.
牟

：

：
.

'

.
百
孫
ォ
ン
ス
：

ハ
'
:
'
:
:

;

¥
. :
:

T T

海
ォ
ン
ス 

,

1

八
七
〇

• 

四
三

.

：

1

八

八

〇
：
;
:

.

セ

五

.
：

一八九〇

■

J

 H

六
，

一

九
Q
〇 

一七三

1

九
1

0

:
m

九 

一
九 

一
二 

.

，
i

H

と
_

:
ふ
.嶽
字
で
あ
つ
て
、約

五

:+
年
'間
に
八
倍
に
近
い
增
加
を
來
^
作
こ
ミ
を
知
る
を
得
る
の 

で
あ
る
。

然
る

2

千
九

|=
]

十
ニ
年
以
後
に
於
て
は
、產
額
は
次
第
に
減
少
し
出
し
た
こ
ビ
は
、旣 

，に

前

揭

に

表

示

し

ぬ

が

、孢

に

其

I

斑
を
語

1れ
ば
、千
九
百
十
四
年
に
は
俄
然
一
億
六
千
八

W
.五ハ
 

.十
萬
ォ

_
ン：メ
ビ
爲
ぅ
、爾
來
千
九

13
|

~:
十
年
に
：至
る
ま
で
ニ
億
ォ
ン
ス
の
以
内
に
居
&
、容
易
に 

，其
以

.上
に
：上

る

を

得

な

，：い
、斯
の
.如
ぐ
千
九
西
十
三
年
以
後
に
至
つ
て

.か
ら
、銀
'產
出
の
趨
勢
に 

變
調
を
生
ず
る
こ
、ヒ
、
爲
っ
た
原
因
は
何
で
あ
る
か
。

千
九
百
十
年
か
ら
同
十
三
年
.に
至
る 

年
產
額
は
平
均

 

一一
11
ニ
ー
ギ
が
宵
禽
ォ
シ
メ
、で
あ
：つ

た

の

に

、〒

九

百

十

四

年

が

ら

同

十

七

.年
に 

至
る

^

均
年
産
額
が

1
-億
七
中
<:百
萬
ォ
ン
ス
に
鉍
じ
ね
の
は
痪
す
る
は
上
記
の
ニ
期
間
に 

於

:1
:
、加

奈

陀

の

產

：额
：に
：七

百

萬

ォ

シ

S

西
哥
の
產
额
に
四
千
四
百
：萬

Iォ
ン
ス
、濠
洲
の
産
額 

に〈

七

西

齊

ォ

シ

，
ス
、
歐

洲

の

產

：额

^!
写 

ン
ス
の
：減
少
を
來
し
た
爲
め
で
あ

'
つ
で
、*
米
合 

衆
：國」

や
、亞

細

亞

の

•產
額
に

.多
，少
：の
增
加
が
あ
つ
た
ビ
し
て
も
、佥
體
.の
大
勢
を
動
か
す
を
得
な 

か
つ
た
の
で
あ
る

.0
斯
る
產
额
の
減
少
を
來
し
た

M

因
如
何
は
將
來
の
產
额
を
豫
柳
す
る
上 

^
、重
大

0

關

係

を

有

，
せ

ざ

る

，
を

#
,な

S
。

加
奈
陀
の
減
産
は
ロ
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ハ
ル
ト
地
，方
に
於
け
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第
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七

)

:
瞒
：
說
最
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”
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銀
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の
励
搖 

第
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號

一

七



第
十
五
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七
八
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論

說
最
近
數
年
.ザ

於
f

銀
'値
翁
播 

第

六

號

一

人
 

の
.，衰

微

に

基

く

の

；で
あ
；.つ
;
て
、敢
て
異
と
す
可

.

も̂
の
を
存
し
な
い
が
、舉
西
哥
の
減
產
は
革
命 

R

伴
う
混
亂
の
結
果
で
あ

.り
、濠
洲
並

.に
歐
洲

0

減
產
は
歐
洲
戰

#

に
關
聯
す
る
產
業

.的

破

壤 

の

一
盼
波
に

外

な

ら

な

い

。

而
し
て
合
衆

’國

^

亜
細
距
に
^
け
ふ
增
產
は
或

る

程

度

ま

1-
、戰 

#

の
«
戟
に
依
る

も

の

^

沄

a

な
が
ら
、一
部
は
鑛

S

の
豊
富
な
事
に
基
ぐ
の
で
あ
つ
て
、此
點 

に
於
て

力

.

奈
陀
の
減
產
を
抓

う

に

足
る
も
の

ど

考
へ
ら
れ
る
。

然
ら
ば

千

九

百
卜

部

^

绝4
-

 

.

H年
に
於
て
二
億

1
1

千
九
百
萬
ォ
ン
ス

.の
產
額
に
上
つ
た
も
の
が
、千
九
西
十
四
年
乃
矩
十
七 

年
に
於

.て
、一
億
七
千
八
百
萬
ォ
ン
ス
に
減
少
し
；た
こ

^

は
、例
へ

.
ば

擧

西

哥

の

革

命

ビ

か

^

後 

に
起
つ
：れ
歐
洲
戰
爭
な
ど

R

曲
る
も
の
で
あ
つ

て
、必

ず

し
，も
銀
產
地
方
の
衰
頹
に
基
く
も
の 

で
傘
な
い
、或

る

一

地
方
に
生

じ

た

減
産
は
他

.の
地
方
に
於
け
る
增
產
に
依

.つ
て
、補
足

さ

れ
た 

持
の
次
第
で
あ
る
。
果
し
て
然

ら

ば

銀

®

额
の
將
來
は
如
何
な
る
方
嚮
に
就
く
で
あ
ら
う
か
。
 

.魄
に
歡
抄

1

C
が

終

，
傾

し

，
て
、
詻

種

の

事

物

の

平

®

に

歸

し

つ

、

あ
.る
今
日
に
於
て
は
、歐
洲
並 

に
濠
洲
の
產
银
具

_

:T
JK
常
の
：狀
释
に
復
す
る
で
あ
ら
う
、唯
墨
西
哥
の
狀
態
の
不
安
定
で
あ 

る
パ
限
う
、同

.國
に
於
け

^

銀
摩
額
の
少
爆
で
あ
る
己
ビ
は
、己
.む
を
得
ざ
る
數
ビ
し
な
け
れ
ば
な 

ら
'衣

V

是
れ
は
世
界

.全

.體

.に
於
け
る
銀
の

.供
給
か
ら
見

.て
、重
大
な
間
題
で
あ
つ

て
、̂

來

m

の

：
供

：
給

：
が
®

富

^

爲
る
か
、又
は
缺
乏
す

•る
か
ビ
云
：，

'A
■こ
と
は
、一
に
骣
つ
て
、此
點
に
存
す
る
の 

で

あ

る

。

現
に
銀
®
動
搖
の
端
を
發
し
た
千
九

耳

十
一
年

R

於
T

S

西
#
の
產
額
が
八
千

萬 

.オ
ン

J

に

£

し
た
、而
し
て
此
數

1

は
世
界
に
歷
史
あ
つ
て

以

^
、或
る
一
國
か
ら
寧
出

さ

^

 ̂

'も
の

.V」

し

M

&
 

0 

^
 

Z

ビ
.を
：記
臆
し
た
な
ら
ば
、如
上
の
立
言
の
敢

V

事 

實
を
跨
張

.し
た
も
の
；で
な
い
こ
ど
，を
知

&

得
る
で
あ
ら

5

0
今
や
斯
く
重
要
の
地
位
を
銀
供 

:

給

上

，に

：
占

め

て
®〉

る

8!
;雍
哥
の
：
«

额
が
千
九

]?
+

六
年
に
は
最
高
記
錄
.か
ら
五
千
七
百
馮
オ 

ン
ス
を
減
じ
て
、ニ
千
三

f
f
离
オ
ン
ス
ビ
爲

b
、千
九
百
十
四
年
乃
至
十
七
年
の
：每
一
年
平
均
は 

千
九

|5
十
年
乃
至

.十
三
年

.に

.比

.較
し
て
、四
千
四
百
萬
オ
ン
ス
を
減
じ

f

と
を
考
へ
た
な
ら 

へ
，ば

、
墨

西
#

,の

龈

塊
.市
場
に
，重
火
な
る
地
位
に
居
る
こ

ビ

を
知

‘る
に
雛
ぐ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

然
を
ば
次
に
造
幣
，用

€

し
て
の
龈
に
一
對

.す

.

.る

.需
要
は
將
來
_
何
な
る
狀
辦
に

爲

る

で

あ

ら
 

:5
か
，

多

.く

の
'國

.は

歐

洲

戰

淨
中

，銀
貨
を
廢
止
し
、紙
幣
や
、白
銅
貨
を
之
に
代
用
す
る
こ
ど

> 

し
れ
。

.
然
し
な
が

.
•ら
小
額
の
支
拂
に

'對

し

て

、
紙

幣
?

、a

銅
貨
な

P

を
供

へ

る
.
Z

ビ
に
就
て 

.

.は、自
ら
或
る
限
度
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、無
限
に

.
銀
貨
の
：
'代
用
物
た
ら
し
め
る
を
許

^

な
い
、隨 

ら
て

.將
來
は
紙
幣
や
、

:'
6

銅
«
、は
囘
收
さ

れ

て
、之

'̂
'代
つ
て
銀
货

0

使
用
さ
れ
る

も

0

V
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第
J l*.
ハm

ニ o

る
;0
を
至
當
ビ
す
る
ヤ
ぁ
ら
ぅ
し
、現
に
濠
洲
政
府
の
如
き
崎
千
九
西
ニ
十
年
豇
月
狡
谭
の
下 

落

‘を
理
由

S

し
て
、五

_

#

の
發
行
を
中
止
し
た
程
の
次
第
で
ぁ
ぅ
筇
度
？

支
那
に
/於
て 

名
今
後
造
幣
上
に
銀
：

^

對
す
る
需
要
の
增
加
を
見
る
可
き
理
由
が
：ぁ
る
の

■
で
あ
る
。

銀
：價
士
國
際
爲
替

.

.

.

_

近

數

年

沿

の

勿

き

狀

態

の

下

R

M
價

:^
騰
貴
し
た
な
ら
ば
、目
際
爲
替
の
上
に
、̂
可
な
る 

影
響
を
及
ぼ
す
も

.0
で〗

ぁ
ら
ぅ
か
。
今
日
は
固
ょ

y

純
然
た
‘る
銀
貨
本
位
國
を
以
つ
て
目
す 

可

き

國

は

な

い

が

、印

度

支

那

の

如

き

、$

な
る

i

貨y

し
て
銀
貨
を
用
い
，又
多
大
の
銀
を
輸

\
 

It
る
國

^

就
て
：飯
，價

.騰
貴
時
代
の

I

相
場
を
見
る

i

の
如
き
變
動
.を
示
し
て
居
る
の
で

も
 

s 
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•、印
度

9

爲
替

«
,場
の
比
較
的
變
動
の
少
な
い
の
は
、政
府
の
干
渉
の 

然
；ら

し

め

る

結

果

，で
，あ
：
つ
：た
。
:'
即

ち

印

度

で

は

千

九

百

ニ

十

年

ニ

月

印

度

通

貨

黍

員

會

の

報
 

®

が

麟

表

さ

れ
"

が
、
其
..以

前

から

政

府

ば

'
ダ

ー

ビ

ー

0

金
貨
價
値
を
引
上
げ
る
方
針
を
収 

り
^

.九

百

十

九

部

十

一

1
月
中
：旬
に
は

.ニ
：志
：四
片
の
高
き
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
印
度
幣 

制

诿

，員

會

は̂
報

吿

：書

」

'̂
;

於
セ
、_

點

に

關

し

：て
、左

の

如
i

明

を

下

し

て

居

る
6 

「

銀
'價
が
騰
貴
丨
ノ
ル
ー
.ビ
ー
銀
貨
：の
地
金
價
値
を
し
て
一
志
四
片
に
.至
ら
し
め 

:

政
府
自
ら
損
失
を
蒙
：ら

'な
い
限
\
豫
め
定
め

&

れ
た
率
で
、印
度
：

_

券

.を
«
却
す 

不
可
能
と
爲

a

た
。：

11
0

じ
，て
此

■

合
に

「

>
 
丨

ビ
ー

」

に
對
ず
る
公
定
價
格
が

1S

き

.な

ら

ば
、
或

は

流

通
外

に
驅

逐

さ

れ
、或
は
鎔
解
さ
れ
、或
は

海

外
に
輸
出

3

れ
ざ

る

-

.

.
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.

是
等
の

.考
か
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爲
替
の

_

が
數
次
引
上
げ
ら

.，れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る

。
.

,

毎
靖
や
、上
海
は
印
度

.ど
違
つ
て
、金
貨
を

‘貨
幣
價
姐
の
基
礎
と
し
て
居
ら
な
い
。

V

は
、墨

.西

部

弗

が

，
完

：
全

.な

，法

：貨

セ

あ
.つ
て
、其
價
値
は
銀
價
に
依
つ
て
定
ま
る
。

支

笫
十
五
卷

(

七
八

1)

論

軋
丨
最
近
數
年
間|:
於
け
る
銀
值
の
勧
：搖

 

，

m六
啟■

た
爲
め
に
、

る

乙

’じ
が

に
失
し
た 

を
得
な
い
。

S

R

於 

那
.に
，於
て

n

 

一

tI
\

 ̂
1

—-7:. 

名，r 

1
0
.
0
.
，VVT-. r-

u
f 

»
<
n

15 

1
0
* 

i
! 

M
s
n
H 

u
m
j 

j

.
 
•
 
•
 
u
f
/
!
t
u 
.
 
r
 

• 

l
y
M
.
- 

»
J
T
^
^
J
V 

/̂r.̂
4̂ 

 ̂

M

■  ̂

ゾ.

r

l

, !/>
_
_
_
!J—

i
.
r
i,
.
;
!
'
,
’ 
ン！，
p

‘ 

ぺ 

！



第
十
_

 

(

七
八
ニ

)

'

論
'

^

:最

祀

鼈

問

に

.於
け
る
銀
慨

0
爾
播
\'
藤
丄
、
|

.

5
1 

は
，、上

海

に

行

は

れ

る

*

は
銀
.の
_純

量

.五
百 

一
一
+

グ
：
レ
.ィ

ン

を

代

：•表
す
；る

も

の

で

あ

つ

て

i

.
 

一
ら

銀
價
の
.高
.
.低
'に
：依

^

あ

.

る
。

先
.づ

印

度

、に

就
て
、餅

價

騰

貴 

の

影

響

.如

何

を

見

.る
;ど
、印
度
の
-
幣

制

史

に

*
.
る
ど
、爲

替

相

場

の

確

*

S
云
ふ
こ
、ビ

が

如

可

に 

1

國
と

#

國
ど
の
：間
に
取
引
を
進
め
て
行
く
の
に
必
要
：で
あ
る
か
を
明
に
す
る
に
足

-り
.
•る
。

. 

•©
献-
相

#

の
廉
貴
は

 

一
IK
V

な
办
ど
も
輸
入
を
獎
勵
し
て
、

*

出

を

ff
l

害
す
る
に
¥ー
 

る
し
、月

場

，ク 

下
落
《

-1
£

反

對

，
の

箏

實

わ

生

，
ず

タ

で

、
あ

■ら

ぅ

。
，
而
し
.て

銀

價

の

變

^

が

頂

點
/
R
達
■し
•、其
.達
し 

た

處

セ

、略

ぼ

居

据

つ

炎

と

し

た

：身

ら

ば

、以

上

述

べ

た

變

動

の

.如

&

も
、過
渡
•的

の

も

の

.で

あ

o 

て
f

銀
な
ぅ
卞
ン
W

の

费

序

な

り

が

新

し

き

狀

況

：に

調

節

す

る

，に

必

要

な

或

る

時

期

を

過

ぎ

た 

な

 ̂

 ̂

 ̂

^
 ̂

0 

 ̂

 ̂

 ̂

*
 

&
 

5

0

然
し
な
が
ら
此
華
の
爾 

節

A
 p

實

は

行

は

れ

る

の

は

、聊」

か
_

離

で

ぁ

り

、又
M

當
の
時
期
を

0

し
、時
に
は
社
會
の
一
部 

t:
K

迫
を
加
へ
る

t

ど
を
免
か
れ

' 
な
い
。

爲
替
相
場

.が
：確
實
で
あ
っ
て

己

そ
，生
產
事
業
の
辰 

典
に
資
す
る
を
#
る
の
で

.あ
ら
て
、此
點
か
ら
考
ケ
れ

V

、爲
.替
相
場
に
大
な
る
變
動
の
起
つ
た 

.

場
合

.

に
は
、其
變
動
し
た
相
場
を
鄭
し
い
標
準
し

と

て

、相

場

の
薇
實
を
謀

：

る
' 
こ

ビ
を
以
つ

て
、
#
 

策
ビ
す
，る
。

現
に
印
度

0
幣
制
委
員

• #

は
第
一
印
度
の
：貿
易
は
爲
替
相
場
の
引
上
げ
ら
ユ
勺

:爲

め

比

、何

等

永

久

，の

根

寄

を

蒙

-̂
も
の
で
な
い
、第
ニ
印
度
產
業
の
發
達
は
高
率
の
爲
替
相
場 

の
爲
め
に
、妨

0

さ
れ
る
も
の
で
な
い
ビ
云
ふ
一
一

.
ッ
の

a

由
を
擧
げ
、進
ん
で

,

度
に
#
す
る
競 

J

的

®

入
は
爲
替

_

場

0'
高
い
こ
と
の
爲
め
に

‘
殊
に
生
產
發
の
低
廉
な
圃
か
ら
一
時
促
進
-さ 

れ
る
。

然
し
な
が
ら
物

®

並
に
他
の
狀
況
が
新
な
る
標
準
に
調
節
さ
れ
る
以
前
に
於
て
も
、銀 

:實
國

■
^
輸
入
の
增
加
す

^
る
趟
勢

:̂
產
，费
の
加
重

.す
る

.爲
め
に
、抑
制
さ
れ
る 

こ
と
を
免
か
れ
な
い
。

.:

其
上
に
高
率
の
：爲
替
相
場
は
印
度
に
於
て
賃
銀
や
原
和
品
の
價
格
を

. 

S

廉
な
ら

し

め

、且
つ
：外
國
ょ

A

輸
入
す
る
機
械

S

料
品
に
依
賴
す
る
產
業
は
輸

' 入
品
に
對 

す「

6:
y

1

ビ

丨

龈
'貨

支

拂

'の
M

擔
の
輕
く
な
る

乙

に
依

’
つ
て
、利
益
す

る」

こ
ど
を
斷
言
し
た 

何
れ
に
し
て
も
银

.價

0
.騰
貴
殊
に
其
暴
騰
は
國
際
經

».
±

;u
.
.將

作

又

»

貨
國
の
國
內
.經
濟 

ノ上「

^

 

る
を

#

な
い
。

ブ
旦
騰
貴
し
た
銀
價
が
下

'落
.す
る
場
令
に

.於
て
も
、
 

^

#
響
は
同

#

で
あ
：る

o
.
'果
し
て
然
ら
ば
列
國
の
政
府
は

1

の
協
：定
を
設
け
て
、银

il
l

金
の
貢 

收
又
：は
賣
却
を
統
一
的
に
行
ひ
、典
市
價
を
確
實

.に
し
て
、投
機
の
拧
は
れ
る
跡
を
絕
つ
.を
得
な 

V

も
の
で
あ
ち
ぅ
か
ゲ
現
に
戰
爭
中
聯
合
諸
國
の

0

府
は
典
同
し
て
、録
の
輸
入

U

從
ク

S

 

め
R

S
各

自
0

間
に
行
は
：れ
る
競
爭
を
囘
避
、し
て
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益
を
收
め
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a
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S
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あ

る
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て
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す

る
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,
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は
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街

a
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し
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で
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の

f

將
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